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 日本人において最も多い死因は悪性新生物（がん）であり、全死亡者のおよそ 3 人に 1

人はがんで死亡している。遺族にとって、その死別はストレスフルなライフイベントであ

り、死別を経験することにより、死亡率の上昇をはじめ、精神・身体・行動面に様々な影

響を及ぼすことが報告されている。 

本研究の目的は、本邦で最も多い「がん患者遺族」に焦点を当て、死別経験後に何らか

の苦悩を抱え、医学的な援助を必要とした者を対象に、その苦悩について詳細に調査し、

適切な精神療法プログラムを開発し、その効果を検討することである。 

対象は、「遺族外来」としてがん患者遺族の診察を行う、本邦唯一の医療機関である埼玉

医科大学国際医療センター精神腫瘍科を受診した遺族である。本遺族外来は、がんによっ

て身内を亡くした遺族に対し、その心理的苦悩を軽減させるための精神医学的・心理的援

助を行うことを目的とした診療を行っている。なお、本研究は埼玉医科大学国際医療セン

ター倫理委員会および早稲田大学「人を対象とする研究に関する倫理委員会」の承認を得

て実施した。 

本論文は、全８章から構成され、第１章ではこれまでに報告されている遺族に生じる様々

な問題について概観し、がん患者遺族に対する精神医学的・心理学的支援の必要性につい

て論じている。 

第２章では、先行研究の問題点や限界点をふまえ、本研究の目的と臨床的意義を論じた。 

第３章の研究１では、遺族外来受診者 51 名の特徴について、詳細な診療録にもとづいた

後方視的調査を行い、その結果、女性の受診患者が多いこと、初診時にうつ病の診断を満

たす者が約 4 割に認められたことを明らかにした。また、研究２では、遺族外来を受診し

たうつ病の症例検討を行い、死別反応による症状とうつ病の症状の相違点を明確にし、う



つ病に対する精神医学的診断・治療の重要性を指摘した。 

第４章の研究３では、遺族外来受診患者 21 名を対象としてその心理的苦悩について詳細

な診療録に基づいた調査を行った。逐語録から心理的苦悩に関する内容分析を行い、その

特徴を明らかにした。その結果、その心理的苦悩は、①後悔、②怒り、③記憶、④孤独、

⑤不安、⑥絶望に分類された。特に、がん遺族に特徴的であったのは「後悔」と「（つらい）

記憶」と考えられた。そして、このような心理的苦悩に関しては、遺族のがんの経過に関

する誤った理解や否定的な認知が関係していることが明らかになった。 

 第５章の研究４では、以上の結果と先行研究をふまえ、がん患者遺族に対する心理的支

援に適した精神療法の検討を行った。その結果、現状への適応力を意識した介入を集団精

神療法の中で行うこと、介入手法として認知行動的技法を用いることが考えられ、集団精

神療法プログラムを開発した。その内容は、一回 90 分、全５回から構成されるもので、心

理教育、認知療法、問題解決療法などの技法と参加者によるグループディスカッションを

含んでいる。 

 第６章の研究５では、遺族外来受診者 10 名を対象として上記集団精神療法プログラムを

用いた介入を実施し、通常治療群 9 名と比較検討した。介入前後で各種心理検査を行い、

精神健康度、抑うつ気分、不安、Quality of Life(QOL)などを測定した。その結果、介入群

では、抑うつ、怒り・敵意、不安、QOL などが改善するという結果を得た。通常治療群で

は、有意な変化は見られなかった。本集団精神療法プログラムを用いた介入を実施し、参

加者の心理的苦悩を軽減させ、抑うつ状態を改善したことは、QOL の改善と同時にうつ病

の予防に有用であると考えられた。 

 第７章の研究６では、本集団精神療法プログラムに参加した症例の検討を行い、がん患

者遺族に対して適切な介入を行うことで、心理的苦悩や抑うつが改善し、気づきを得なが

ら、否定的認知が変容され、行動範囲が広がるなどの変化が認められることを示した。 

これらの研究を通して、がん患者遺族として医学的援助を求めた者に対する適切なアプ

ローチとして、①精神疾患（特にうつ病）の有無の確認、②がんの経過に関する誤解の確

認と正確な医学的知識の提供、③がんの経過に関する本人の否定的認知の確認とその変容

の必要性が示唆された。また、これらを踏まえた集団精神療法プログラムは、その介入前

後で抑うつ、怒り・敵意、不安などが改善されることが示され、認知の変容が促され、遺

族の苦悩が軽減している可能性が示唆された。これにより、本集団精神療法プログラムの

実施可能性と臨床的有用性が確認された。本研究は、本邦で最も多いことが推測されるが

ん患者遺族に対し、適切な援助を検討した研究であり、今後のがん医療における遺族ケア

に貢献することが期待される。 

なお、本論文（一部を含む）が掲載された主な学術論文は以下のとおりである。 
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本論文は、がん患者遺族の心理的苦悩と抑うつ症状の改善に向けた、集団精神療法のプ

ログラムの開発とその効果検討を行ったものである。遺族外来受診者を対象とした調査に

より、その心理的苦悩の特徴を明らかにし、適切な支援方法として集団精神療法に認知行

動的技法を加えたプログラムを開発した。遺族外来受診者を対象として、上記集団精神療

法プログラムを実施することにより、参加者の気分や QOL の改善、心理的苦悩の軽減がみ

られた。このことは、臨床現場において苦悩する遺族に対する効果的な支援が可能となる

ことを示した優れた研究成果である。将来的に、厳密な比較対照試験による効果検討を行

うことが期待されるが、現時点では稀有なアプローチの方法論を示した点で高く評価され

る。将来的に多くの臨床現場で、このような支援が実施され、多くの遺族の心理的苦悩の

改善に資することが期待される。 

以上の結果より、本審査委員会は、石田真弓氏の学位申請論文「がん患者遺族に対する集

団精神療法の検討」は、博士（人間科学）の学位を授与するに十分値するものと認める。 
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